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埼玉県秩父高原牧場条例、埼玉県ふれあい牧場条例、家畜改
良増殖法第2条、埼玉県家畜改良増殖計画第1-Ⅱ-4
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針路 12
分野施策 1202

１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ
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　秩父高原牧場は、広大な敷地を利用した放牧により県
内酪農家の乳用育成牛を強健な乳牛に育てる受託育成及
び黒毛和牛子牛の買取り・生産・譲渡を実施している。
　また、彩の国ふれあい牧場は、乳製品の手作り体験な
どにより県民の畜産への理解醸成に取り組んでいる。
　今後も拠点施設である秩父高原牧場の適切な運営によ
り、本県の畜産振興を図る。

　ア　施設管理・乳牛受託育成・ふれあい業務費
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 87,744千円
　イ　肉牛供給業務費　　　　　　　　　　35,731千円

 (１) 事業内容
　　ア　施設管理・乳牛受託育成・ふれあい業務費　     87,744千円
　　　　県内の畜産振興のため、乳牛の受託育成業務や彩の国ふれあい牧場の適正な運営を図る。
　　イ　肉牛供給業務費　　　　　　　　　　　　　　　 35,731千円
　　　　県内酪農家から受託した乳用牛や県有牛に人工授精や受精卵移植を行い、生産した子牛を牧場で約９か月齢まで
　　　育成する。優良な繁殖雌牛として期待できる子牛は県内和牛繁殖農家に、その他の子牛は県内和牛肥育農家に供給
　　　する。

 (２) 事業計画
　　　今後も秩父高原牧場及び彩の国ふれあい牧場の運営により、県内の畜産振興を図る。

 (３) 事業効果
　　　・乳用育成牛入牧頭数
　　　　令和6年度　　 53頭(現状)　→　令和8年度   100頭(計画)
　　　・肉用牛譲渡頭数
　　　　令和6年度　   59頭(現状)　→　令和8年度　  62頭(計画)
　　　・ふれあい牧場展示館入館者数
　　　　令和6年度　61,207人(現状)　→　令和8年度 80,000人(計画)

 (４) 県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　　　・5月中旬から6月初旬に「天空のポピー」を開催。
　　　・平成26年度からは地元町村、観光協会、商工会及び関係機関からなる「ポピーまつり実行委員会(事務局：皆
　　　　野町、東秩父村)」主催により開催している。
　　　・「彩の国ふれあい牧場連絡協議会」を軸にして、周辺地域の観光情報など収集、発信し、地元市町村と連携し
　　　　て、新たな特産品の商品化やＰＲ活動、販売を支援する。
　　　・平成29年度には地方創生拠点整備交付金を活用し、ふれあい牧場の大規模修繕を実施した。

２　事業主体及び負担区分
ア　(県10/10)
イ　(県10/10)

３　地方財政措置の状況
なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×11人＝104,500千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比使用料・手数料 財産収入 諸 収 入

決定額 123,475 32,573 31,988 271

前年額 104,517 32,097 32,898 63 39,459

― 農林部 147 ―

儲かる農林業の推進

58,643 18,958

強みを生かした収益力のある農業の確立



 

事業名

単位事業名 予算額 87,744千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

使用料及び手数料・ 406 32 行政財産使用料
行政財産使用料 鉄塔・電柱等、ポピーまつり用地

使用料及び手数料・ 31,502 444 秩父高原牧場使用料
畜産業使用料

使用料及び手数料・ 665 0 秩父高原牧場手数料
畜産業手数料

財産収入・ 48 0 彩の国ふれあい牧場直売所敷地、電柱等敷地
土地建物貸付収入

財産収入・ 910 △910 秩父高原牧場家畜
生産物売払収入

諸収入・ 271 208 彩の国ふれあい牧場直売所水道料、ネーミングライツ収入
雑入

一般財源 53,942 19,467

合計 87,744 19,241

　

事業内訳書

秩父高原牧場運営費

施設管理・乳牛受託育成・ふれあい業務費

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 87,744千円

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 51 0 講師謝金 2人分

旅費 427 32 県内出張旅費、県外出張旅費、研修旅費

需用費 51,310 3,088 消耗品費、燃料費、印刷製本費、光熱水費、飼料費、医薬材料費

役務費 8,007 2,613 通信運搬費、公用車車検等手数料、自動車損害保険料
浄化槽法定検査料、水質検査手数料

委託料 1,621 △841 し尿浄化槽保守委託、産業廃棄物収集運搬処理委託
医療廃棄物処理委託、建物劣化診断業務委託
放牧地刈払業務委託

使用料及び賃借料 5,054 331 牧場土地借上料、重機借上料

備品購入費 20,221 13,947 トラクター、ラッピングマシン、牛用監視カメラ、無人航空機

負担金、補助及び交付金 134 △2 地域交流牧場全国連絡会議負担金、研修負担金

補償、補塡及び賠償金 551 0 委託牛事故補償金

　

主な内容

施設管理・乳牛受託育成・ふれあい業務費



 

 

単位事業名 予算額 87,744千円

　
 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

公課費 368 73 自動車重量税　13台分

合計 87,744 19,241

単位事業名 予算額 35,731千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

財産収入・ 61 0 秩父高原牧場家畜
物品売払収入

財産収入・ 30,969 0 秩父高原牧場家畜
生産物売払収入

一般財源 4,701 170

合計 35,731 170

　

施設管理・乳牛受託育成・ふれあい業務費

主な内容

肉牛供給業務費

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 35,731千円

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

旅費 10 0 和牛子牛買取・譲渡 50回分

需用費 34,722 305 消耗品費、燃料費、飼料費、医薬材料費

役務費 999 △135 検査手数料

合計 35,731 170

肉牛供給業務費

主な内容


